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 ESBL産生菌の検出率は近年増加傾向にある。

ESBL産生菌が検出された患者には、標準予防

策に加えて接触予防策を実施している。その

中でも、歩けるESBL産生菌保菌者への対応に

ついて、今回検討した。 

はじめに 



本日の内容 

１．当院でのESBL産生菌の拡散リスク 

２．歩けるESBL産生菌保菌者の管理 

  



• ESBL（基質拡張型βラクタマーゼ）は、酵素の
名前で、これを産生する菌をESBL産生菌と呼
んでいる。 

 

• ヒト・動物の腸管内に定着している。健常人に 

おける保菌率も高い。 

ESBL産生菌とは 



• ESBL産生遺伝子は、異なる菌種（例えば大腸
菌から肺炎桿菌）にも移動できる。 

 

• ESBL産生遺伝子を獲得した細菌は、さまざまな 

抗菌薬に耐性になる。 

ESBL産生菌の特徴 



拡散のリスクを評価する 

 

• 環境周囲に拡散しやすい状態にあるの
か、「拡散のリスク」を評価し、リスクに
応じた対策を実施している。 



便からESBL産生菌が検出された場合 
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当院の拡散のリスク表 

排泄物から検出された場合の対応 

拡散
リスク 

検体 検出状況 患者状況 必要な対策 

高 便 

・激しい下痢 

・ストーマあり 

・おむつ着用 
・重症患者 

・日常生活上のケア量 

 が多い 

・感染対策に対する 

 理解・協力が得られない 

・個室隔離 

 +接触予防策 

中 尿 

・尿道留置ｶﾃｰﾃﾙ 

 挿入中 

・失禁・おむつ着用 

・可能なら個室隔離 

 +接触予防策 

低 
便
・尿 

・固形便 

・排泄行動が自立 

 している 

・ADL自立 

・感染対策に対する 

 理解・協力が得られる 

・標準予防策 

・トイレの清掃 



①便・尿などの排泄物からが多い 

②拡散のリスクは低い 

 

当院で検出された歩ける 

ESBL産生菌保菌者の特徴 

• 標準予防策を遵守する 

• 検出部位に応じた対策を行う 
• 排泄物：トイレ・入浴時 

感染対策のポイント 



ポイント① トイレ使用時 

• 患者への排泄後の手洗い指導 

• トイレの清掃頻度は1日2～3回 

①消毒部位 

洋式トイレの便座、便座のフタ、水洗のボタン、ドアノブ、
水道の蛇口、手すりなど手で触れる部分 

②消毒方法 
次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度1000ppm＝0.1％以上）
で清拭する 



ポイント② 入浴時 

• 陰部をよく洗浄してから入浴 
 

• 入浴の順番は最後 
 

• 入浴後は浴槽の洗浄と十分な乾燥 
 



ポイント③ 高頻度接触面の清掃 

• 環境クロスを使用し、手指が高頻度に触れる
ベッド柵、床頭台、スツール、オーバーテーブ
ル、ナースコール、スイッチなどの清掃 



ポイント④ 他部門との情報共有 

• 耐性菌についての情報提供 

 病棟から関連部署へ事前に連絡 

 順番調整の依頼（最後または空いた時間での実施） 

 検査伝票への情報を記入 



ポイント⑤ 検査やリハビリの時 

• 検査やリハビリ終了後は、環境クロスを使用

し患者が使用した器具の清掃 



• 対策の要点をチェックリスト化し、病棟及び
ICNの相互で確認する。 
 

• 現場スタッフに対策の実施状況を確認する。 

不十分な点があればその場でフィードバッ
クする。 

 

現場ラウンド 



まとめ 

• ESBL産生菌が検出された場合、拡散のリスク
を評価する 
 

• 標準予防策に加えて、検出部位に応じた対策
を行う 
 

• 対策の実施状況をチェックリストで確認し、 
患者の状況に応じた予防策を指導する 
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